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合
志
市
と
の
会
議
風
景

⑴
芦
北
地
域
振
興
局
管
内
概
要

に
つ
い
て

　

水
俣
・
芦
北
地
域
は
、
熊
本

県
の
南
部
に
位
置
し
、
不
知
火

海
の
海
岸
線
に
沿
い
北
か
ら
芦

北
町
、津
奈
木
町
、水
俣
市
の
1

市
2
町
で
構
成
さ
れ
る
地
域
で

あ
る
。面
積
は
約
4
3
1
・
3

㎢
で
あ
る
。人
口
は
、約
4
万
4

千
人
で
あ
る
。

⑵
水
俣
･
芦
北
地
域
振
興
計
画

に
つ
い
て

　

我
が
国
が
近
代
国
家
と
し
て

発
展
を
遂
げ
る
過
程
に
あ
っ
て
、

高
度
成
長
期
に
入
る
の
と
時
を

同
じ
く
し
て
発
生
し
た
水
俣
病

は
、
地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
、

世
界
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。

　

当
地
域
に
甚
大
な
健
康
被
害

と
自
然
環
境
の
汚
染
を
も
た
ら

し
、
社
会
・
経
済
基
盤
を
大
き

く
脆
弱
化
さ
せ
、
全
国
的
な
少

子
高
齢
化
や
都
市
へ
の
人
口
流

出
な
ど
も
相
ま
っ
て
、当
地
域
の

活
力
を
著
し
く
疲
弊
さ
せ
た
。

こ
の
た
め
、
当
地
域
の
住
民
の

方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

条
件
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
は
特
別
立
法
の

制
定
を
国
に
要
請
し
た
が
、
昭

和
53
年
6
月
20
日
、
国
は
当
地

域
の
振
興
に
つ
い
て「
熊
本
県
の

具
体
的
提
案
を
待
っ
て
対
処
す

る
」と
の
閣
議
了
解
を
行
っ
た
。

　

県
も
、
当
地
域
の
振
興
を
図

る
た
め
、国
の
支
援
の
も
と
、昭

和
54
年
度（
1
9
7
9
年
度
）か

ら
六
次
に
わ
た
り
「
水
俣
・
芦

北
地
域
振
興
計
画
」を
策
定
し
、

総
合
的
に
施
策
を
展
開
し
て
当

地
域
の
再
生
と
振
興
に
地
元
市

町
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

⑶
水
俣
･
芦
北
地
域
に
お
け
る

取
組
に
つ
い
て

●
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の

整
備

●
水
産
物
産
直
売
所「
え
び
庵
」

整
備

●
シ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
の
概
成

●
芦
北
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備

●
水
俣
・
芦
北
観
光
応
援
社
の

設
立

●
I
T
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
促
進

●
観
光
う
た
せ
船
の
定
時
運
航

及
び
旅
行
商
品
化

●
つ
な
ぎ
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ル
に

よ
る
津
奈
木
産
マ
ガ
キ
等

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

⑷
令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
お
け

る
被
災
状
況
に
つ
い
て

●
芦
北
地
域
振
興
局
、
職
員
住

宅
、
管
内
小
中
学
校
及
び
県

立
学
校
の
被
災
概
要

●
管
内
に
お
け
る
主
な
公
共
土

木
施
設
被
災
概
要

●
管
内
に
お
け
る
主
な
農
地
、

農
業
用
施
設
被
災
概
要

葦北郡

　

自
民
党
の
熊
本
県
議
一
期
生

で
つ
く
る
令
和
会
が
十
九
日
、

荒
尾
市
役
所
を
訪
問
。
市
が
取

り
組
む
主
要
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
競
馬
場
跡
地
の

南
新
地
土
地
区
画
整
理
事
業
や

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
に
つ

い
て
聞
き
、
浅
田
敏
彦
市
長
ら

執
行
部
と
意
見
交
換
し
た
。

　

同
会
は
2
0
1
9
年
の
統
一

地
方
選
挙
で
初
当
選
し
た
熊
本

県
議
会
議
員
6
人
で
構
成
さ
れ
、

今
回
は
荒
尾
市
の
主
要
事
業
に

つ
い
て
聞
き
、
県
が
協
力
で
き

る
事
は
な
い
か
と
説
明
会
を
開

い
た
。
初
め
に
浅
田
市
長
が
市

の
現
状
な
ど
を
話
し
た
後
、
担

当
者
が
南
新
地
土
地
区
画
整
理

事
業
と
南
新
地
ウ
ェ
ル
ネ
ス
基

本
構
想
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

構
想
に
つ
い
て
説
明
。
意
見
交

換
で
は
議
員
か
ら
様
々
な
質
問

が
出
さ
れ
、「
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
将
来
的
に
ど
れ
く
ら

い
の
人
口
交
流
が
生
ま
れ
る
の

か
」と
い
う
質
問
に
は
浅
田
市

長
が「
目
標
は
決
め
て
な
い
が

人
口
交
流
は
か
な
り
の
増
加
に

つ
な
げ
た
い
。
雇
用
も
生
み
経

済
を
活
性
化
さ
せ
最
終
的
に
は

税
収
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
」

と
回
答
。
活
発
に
意
見
を
出
し

合
っ
て
い
た
。
令
和
会
は
そ
の

後
、
自
民
党
荒
尾
市
議
団
や
荒

尾
商
工
会
議
所
役
員
と
も
意
見

交
換
を
実
施
。
同
会
に
所
属
す

る
荒
尾
市
区
選
出
の
島
田
稔
議

員
は「
市
の
事
業
が
順
調
に
進

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

県
の
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

会
の
み
ん
な
と
協
力
し
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

荒尾市

荒
尾
市
の
主
要
事
業
聞
く

自
民
県
議
一
期
生

市
長
ら
と
意
見
交
換

　

令
和
会
は
一
月
二
十
一
日
、

合
志
市
市
役
所
を
訪
れ
意
見
交

換
会
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
市
側
か
ら
現
在
市

が
取
組
ん
で
い
る
主
要
事
業
、

そ
し
て
合
志
市
の
振
興
施
策
に

つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ

た
。
主
要
事
業
で
は
御
代
志
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
ま
た
、

辻
久
保
地
区
の
開
発
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
全
市
の
90
％
余

り
が
調
整
区
域
の
合
志
市
で
は
、

開
発
事
業
は
市
作
り
の
根
幹
で

あ
り
、
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

旧
西
合
志
庁
舎
も
全
国
で
例
の

な
い
活
用
を
考
え
ら
れ
、
旧
庁

舎
に
市
の
商
工
会
、
信
用
組
合
、

ま
た
民
間
の
企
業
が
進
出
す
る

等
、
活
気
あ
ふ
れ
る
場
と
な
っ

て
い
る
。
大
学
な
ど
と
連
携
協

定
を
結
び
、
事
業
展
開
を
図
ら

れ
て
い
た
。
ク
マ
モ
ト
未
来
型

農
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
創
出
事

業
を
拠
点
に
農
産
業
の
振
興
技

術
、
産
業
の
創
出
集
積
を
推
進

さ
れ
て
い
た
。

　

合
志
市
は
創
業
支
援
に
も
力

を
注
が
れ
、
商
工
会
と
共
に
支

援
チ
ー
ム
を
作
り
、
相
談
対
応

も
百
八
十
一
回
と
前
年
度
に
比

べ
大
き
く
伸
ば
さ
れ
て
い
た
。

8
月
に
は
初
の
民
間
事
業
者
に

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

て
い
て
、
創
業
融
資
制
度
も
用

い
て
実
績
も
作
ら
れ
て
い
る
。

九
州
経
済
産
業
局
と
連
携
し
、

様
々
な
制
度
に
取
り
組
み
活
用

さ
れ
る
こ
と
は
将
来
に
向
け
市

合志市

令
和
会『
意
見
交
換
会
』開
催

作
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
市
の
課
題
と
し

て
は
、
国
道
や
県
道
の
渋
滞
が

ひ
ど
く
、
こ
の
事
が
熊
本
経
済

の
発
展
を
遮
る
兆
候
で
あ
っ
た
。

合
志
市
は
人
口
増
と
い
う
県
下

で
も
数
少
な
い
地
域
で
あ
り
、

将
来
は
8
万
人
に
も
な
る
よ
う

な
エ
リ
ア
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
の

財
源
の
確
保
、
経
済
面
の
県
の

動
き
に
注
視
さ
れ
て
い
た
。

　

熊
本
の
企
業
の
発
展
、
事
業

の
拡
張
、
ま
た
雇
用
問
題
に
も

交
通
渋
滞
解
消
が
欠
か
せ
ず
、

こ
の
取
組
み
に
も
令
和
会
と
し

て
も
注
視
し
取
組
ん
で
い
く
べ

き
と
思
わ
れ
た
。
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
っ
た
が
、
中
身
の
濃

い
有
意
義
な
会
に
な
り
御
出
席

頂
い
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
。

 

令
和
会
は
、
令
和
初
の
県
議
選
で
当
選
し
た
6
人
の
一
期
生

自
民
党
籍
県
議
会
議
員
の
会
で
、
各
エ
リ
ア
か
ら
選
出
さ
れ

た
議
員
の
方
達
と
情
報
を
共
有
し
、
新
し
い
熊
本
を
創
っ
て

行
き
た
い
と
い
う
思
い
で
発
足
し
ま
し
た
。

合
志
市
　
池
永 

幸
生
県
議

（
令
和
会
代
表
）

荒
尾
市
　
島
田
　
稔
県
議

芦
北
管
内
事
業
説
明
会

葦
北
郡
　
荒
川 

知
章
県
議
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執行部からの説明の様子

白川中流域弓削橋周辺

　

第
一
回
令
和
会（
一
期
生
）研

修
会
を
玉
名
市
役
所
で
行
い
ま

し
た
。
玉
名
市
長
の
挨
拶
の
後
、

執
行
部
よ
り「
新
玉
名
駅
周
辺

整
備
方
針
に
つ
い
て
」地
方
独

立
行
政
法
人
・
く
ま
も
と
県
北

病
院
機
構
よ
り「
く
ま
も
と
県

北
病
院
に
つ
い
て
」説
明
を
受

け
ま
し
た
。

①
新
玉
名
駅
周
辺
整
備
方
針
に

つ
い
て

　
　

新
玉
名
駅
は
2
0
1
1
年
、

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト

の
博
多
駅
〜
新
八
代
駅
間
の

開
業
に
伴
い
、九
州
旅
客
鉄

道（
J
R
九
州
）の
駅
と
し
て

開
業
。

　
　

駅
周
辺
は
田
園
が
広
が
り
、

新
玉
名
駅
周
辺
整
備
方
針
を

掲
げ
社
会
的
情
勢
を
踏
ま
え
、

市
に
お
い
て
優
先
的
に
整
備

す
べ
き
範
囲
設
定
と
、整
備
手

法
の
掲
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

優
先
的
に
整
備
す
べ
き
範

囲
は
6・6
7
ha
、計
画
と
し
て

は
2
3・9
4
ha
、今
後
、開
発

行
為
と
土
地
区
画
整
理
事
業

と
課
題
と
手
法
を
考
察
し
て

い
く
と
の
こ
と
、人
口
減
少
問

題
、ま
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
為
に
も
早
期
の
解
決
を
目

指
し
、計
画
に
載
せ
て
い
く
と

話
を
伺
え
ま
し
た
。

②
く
ま
も
と
県
北
病
院
に

つ
い
て

　
　

今
年
三
月
、新
玉
名
駅
近

隣
に
公
立
玉
名
中
央
病
院
と

玉
名
地
域
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
が
合
併
し「
く
ま
も
と

県
北
病
院
」が
開
院
い
た
し

ま
す
。

　
　

診
療
科
22
、病
床
数
4
0
2

床
、県
下
に
お
い
て
も
有
数

の
規
模
を
誇
る
地
域
中
核
病

院
と
な
り
、高
度
か
つ
地
域

に
密
着
し
た
医
療
を
目
指
し
、

玉
名
、玉
東
地
区
を
初
め
、県

北
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
こ

と
を
最
も
重
要
な
使
命
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、説
明
後
、市
と
の
意
見

交
換
を
行
い
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
、令
和
会
と
し
て
も
各

地
域
事
業
を
踏
ま
え
県
と
の
連

携
に
向
け
、は
し
ご
役
と
し
て
活

動
を
し
て
参
り
ま
す
。

玉名市

玉
名
市
主
要
事
業
説
明
会

　

熊
本
県
自
民
党
県
議
一
期
生

が
集
ま
る
政
策
集
団
、令
和
会
、

西
村
尚
武
県
議（
天
草
郡
市
）池

永
幸
生
県
議（
合
志
市
）島
田
稔

県
議（
荒
尾
市
）荒
川
智
章
県
議

（
葦
北
郡
）坂
梨
剛
昭
県
議（
玉
名

市
）。
県
議
出
身
地
を
中
心
に

地
方
の
実
情
、課
題
を
把
握
し
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
、将
来
的

に
検
討
す
べ
き
も
の
を
精
査
し
、

こ
れ
ら
を
県
行
政
に
活
か
し
て

い
く
に
は
県
議
と
し
て
ど
う
対

応
す
べ
き
か
を
勉
強
す
る
た
め

地
方
の
生
の
声
を
聴
く
、意
見

交
換
会
と
し
て
い
る
と
主
催
地

の
西
村
尚
武
県
議
が
挨
拶
で
、

本
会
を
開
催
す
る
意
義
や
目
的
、

そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
次
に
各
県
議
か
ら
自

己
紹
介
を
兼
ね
て
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

こ
の
日
出
席
は
県
広
域
本
部

か
ら
古
森
美
津
代
本
部
長
他
４

名
、天
草
市
部
長
級
２
名
、民
間

団
体
か
ら
は
J
A
あ
ま
く
さ
、

J
A
本
渡
五
和
、天
草
市
商
工

会
、本
渡
商
工
会
議
所
、牛
深
商

工
会
議
所
、天
草
漁
協
、県
海
水

養
殖
漁
協
等
8
団
体
が
出
席
、

牛
深
か
ら
江
崎
汽
船
が
出
席
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
当
面

す
る
課
題
や
要
望
を
発
表
し
た
。

発
表
に
対
す
る
質
問
も
あ
っ
た
。

団
体
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い

て
県
議
会
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
か
、ま
ず
意
見
を
聞
く
と
い

う
姿
勢
は
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ

た
こ
と
で
、令
和
会
の
活
動
に

は
一
定
の
評
価
に
値
す
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
、今
後
の

活
動
に
期
待
す
る
と
の
評
価
の

声
が
あ
っ
た
。

　

発
表
に
は
出
な
か
っ
た
が
、

県
下
共
通
す
る
地
方
の
最
大
の

課
題
と
も
言
え
る
人
口
減
少
に

よ
る
担
い
手
不
足
、家
後
継
ぎ

が
い
な
い
と
い
う
難
題
が
あ
る
。

農
業
経
営
も
企
業
の
継
続
も
で

き
な
い
、農
地
荒
廃
、過
疎
化
の

深
化
、こ
の
状
況
に
打
つ
手
は
な

い
の
か
、県
議
会
議
員
最
大
の
課

題
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

天草郡市

意
見
交
換
会
趣
旨
説
明

目
的

　

自
民
党
県
議
会
一
期
生
で
構

成
さ
れ
た「
令
和
会
」で
県
内
各

議
員
の
選
挙
区
の
課
題
や
政
策

を
学
ぶ
こ
と
で
、県
政
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
回
は
熊
本
市
を
中

心
と
し
た
土
木
事
業
や
河
川
の

治
水
対
策
、農
業
政
策
等
に
つ

い
て
執
行
部
か
ら
の
説
明
と
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。

農
林
部
の
事
業
説
明

　

熊
本
市
は
、多
様
な
作
物
と

豊
富
な
労
働
資
源
、多
彩
な
流

通
網
を
生
か
し
た
都
市
型
農
業

を
推
進
し
て
い
る
。
農
業
産
出

額
は
4
7
3
・
6
憶
円
と
全
国

8
位
、野
菜
や
果
樹
が
主
体
の

園
芸
産
地
で
あ
る
。
ま
た
、熊

本
市
の
特
徴
と
し
て
新
規
就
農

者
が
県
内
で
最
多
で
あ
り
、令

和
元
年
度
は
36
名
の
新
規
就
農

者
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

令
和
2
年
の
重
点
取
り
組
み
と

し
て
、都
市
農
業
の
更
な
る
発
展

と
、稼
げ
る
農
業
の
実
現
大
き
な

軸
と
し
て
基
盤
整
備
や
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
消
費
に
向
け
た
農
業
支

援
、人
材
育
成
、ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
等
を
掲
げ
て
い
る
。

土
木
部
の
事
業
説
明

　

熊
本
市
内
の
管
轄
土
木
事
業

に
対
し
て
の
予
算
は
35
憶
円
。

そ
の
う
ち
40
％
が
河
川
関
係
、

33
％
が
港
湾
関
係
、都
市
計
画
関

係
が
16
％
を
占
め
て
い
る
。
河
川

事
業
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、白

川
大
規
模
特
定
河
川
事
業
が
あ

る
。
平
成
24
年
に
起
こ
っ
た
大
規

模
な
水
害
を
契
機
と
し
て
河
川

整
備
計
画
が
見
直
さ
れ
た
。
県

央
広
域
本
部
の
管
轄
で
あ
る
白

川
中
流
域（
小
碩
橋
〜
み
ら
い
大

橋
）で
は
当
初
の
計
画
で
は
1
，

5
0
0
㎥
/
s
の
河
道
整
備
の
対

応
で
あ
っ
た
の
が
2
，0
0
0
㎥

/
s
ま
で
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
区
間
で
は
、令
和
2
年
度
に

以
前
か
ら
河
道
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
た
弓
削
橋
の
改
修

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

港
湾
事
業
に
つ
い
て
は
熊
本

港
を
中
心
に
護
岸
か
さ
上
げ
に

よ
る
埋
立
処
理
場
の
容
量
確
保

や
浚
渫
に
よ
る
水
深
確
保
を
目

的
と
し
た
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

都
市
計
画
関
係
で
は
運
動
公

園
内
の
高
木
の
伐
採
や
施
設
の

長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た
遊
具

施
設
等
の
整
備
、野
球
場
照
明

施
設
の
L
E
D
化
等
を
行
っ
て

い
る
。

熊本1区

令
和
会
県
央
広
域
本
部
勉
強
会

合志市
池永 幸生県議
（令和会代表）

荒尾市
島田　稔県議

天草郡市
西村 尚武県議

葦北郡
荒川 知章県議

玉名市
坂梨 剛昭県議

熊本1区
南部 隼平県議

天
草
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